
健康
けんこう

診断
しんだん

で病気
びょうき

や異常
いじょう

の疑
うたが

いが見
み

つかった人
ひと

には「お知らせ
し

」を渡
わた

して 

います。早
はや

くに検査
け ん さ

や治療
ちりょう

を済
す

ませ、健康
けんこう

な体
からだ

で学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            
            

 

もうすぐ夏休み
なつやす

～健康
けんこう

で過ごす
 す

ためのお約
やく

束
そく

 

 いよいよ待ち
ま

に待った
ま

夏休み
なつやす

に入ります
はい

。夏
なつ

かぜや熱中症
ねっちゅうしょう

に気
き

を付けて
つ

夏
なつ

を元気
げんき

 

に過ごして
す

ほしいと思います
おも

。夏休み
なつやす

の間
あいだ

に健康
けんこう

に過ごす
す

ためにどのような生活
せいかつ

を 

送れば
おく

よいか、保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

と一緒
いっしょ

に考えて
かんが

みましょう。 

○な おしておこう調子
ちょうし

や具合
ぐ あ い

のよくないところ 

 

 

○つ めたいものは控
ひか

えめに 

冷たい
つめ

ものの取りすぎ
と

は胃腸
いちょう

を冷やし
ひ

、その働き
はたら

を低下
ていか

させます。腸
ちょう

の働き
はたら

 

が悪く
わる

なると免疫力
めんえきりょく

が低下
ていか

して感染症
かんせんしょう

にかかりやすくなることもあります。 

暑
あつ

いからといって食
た

べすぎ飲
の

みすぎないようにしましょう。 

○や りすぎ注意
ちゅうい

！ゲームやインターネット 

ついつい遅
おそ

い時
じ

間
かん

までやりすぎてしまいがちです。寝
ね

る時
じ

間
かん

が遅
おそ

くなると、 

体
からだ

の中
なか

にある「体内
たいない

時計
ど け い

」というリズムを整
ととの

える働
はたら

きが低
てい

下
か

します。そう 

すると体調
たいちょう

が悪
わる

くなり、なかなか元
もと

のリズムに戻
もど

すのが大変
たいへん

になります。 

○す いぶんこまめにとって熱 中 症
ねっちゅうしょう

予防
よ ぼ う

 

「のどがかわいた」と感じた
かん

ときには体
からだ

はすでに水分
すいぶん

不足
ぶそく

になっています。 

運動
うんどう

をしたときなど汗
あせ

をたくさんかいたときは水分
すいぶん

だけではなく、塩分
えんぶん

が入
はい

った 

スポーツドリンクなどを飲
の

むようにしましょう。 

○み ださない生活
せいかつ

リズム 

睡眠
すいみん

、食事
しょくじ

、運動
うんどう

の生活
せいかつ

リズムを乱さない
みだ

ことが夏
なつ

バテ知らず
し

に健康
けんこう

に夏
なつ

を乗
の

 

り越える
こ

ポイントです。 

令和３年 ７月１６日（金）発行 
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毎日の健康観察や校内体制へのご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。健康診断の結

果、医療機関での受診・検査が必要とされたお子様にはその旨「お知らせ」をお渡ししています。早期発見、

早期治療はもちろん日々の生活を充実させるためにも夏季休業の期間に受診していただけると幸いです。 

  

夏の三大風邪にご注意ください 
７月～9月に流行する感染症は 

「手足口病」「ヘルパンギーナ」「アデノウィルス（プール熱）」が  

夏の三大風邪と言われています。  

夏風邪のウイルスは体内に３～4週間潜伏し、潜伏期間もずっとウイルスが便から排出され続けています。さ

らに唾液や、手の接触などで人から人へうつりやすいと言われています。夏風邪は子供がかかるものと思いがち

ですが、子供からその家族へと感染が広がることがあります。高温多湿の夏は夏風邪の原因となるウイルスや菌

が増殖しやすく、かつ夏バテや疲れなどで体力が落ちているときは、大人も注意が必要です。家族間を含め、他

人とのハンカチやタオルの共用は行わないようにしましょう。この 3大夏風邪は新型コロナウイルスとは違い、

アルコール消毒剤に対する抵抗性が高いため、石けんによる手洗いが重要です。ノロウイルスと同じで、次亜塩

素酸を用いた消毒剤の使用が有効です。 

 ヘルパンギーナ 手足口病 咽頭結膜熱（プール熱） 

主な症状 

突然の高熱で発症し、口

の中の奥の方に水疱や潰

瘍ができます。 

口の中、手のひら、足の裏などに、

発しんや水疱ができます。あまり 

高い熱は出ません。 

重症化はまれですが、合併症とし

て急性脳炎や心筋炎があります。 

発熱、咽頭炎（のどのはれ）、 

結膜炎（目の充血）などの症状が

現れます。 

 

    

原因ウイルス 
エンテロウイルス属のウイルス 

（コクサッキーウイルス A群、エンテロウイルス７１型等） 
アデノウイルス 

感染経路 

• 患者の咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込むこと

による飛沫感染 

• 水疱の内容物や便の中のウイルスが、手を介して口や

眼などの粘膜に入ることによる経口及び接触感染 

• 飛沫感染     

• 接触感染 

感染力が強く、プールなどでの感染もある

ことから「プール熱」とも呼ばれています。 

治療 
症状を和らげる対症療法が中心です。 

ワクチンや特効薬はありません。 

対症療法と、眼の症状が強い場合は眼科

での治療を行います。ワクチンや特効薬は

ありません。 

その他 

⚫ 食事や水分が取りにくくなり、脱水症状を起こすことがあります。 

⚫ 水分補給に努め、柔らかく、刺激の少ない食事を工夫しましょう。 

⚫ ぐったりしている、呼びかけに対する反応が鈍い、意味不明の言動がみられるなどの症状が現れた

場合はすぐに受診しましょう。 

※今年はその他に RSウィルス感染症が流行しています。発熱、鼻水、咳などの軽い風邪症状で済むことが多いので

すが、持病がある人や初めてかかる人は症状が重くなることもあり、注意が必要です。 


